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清水伸二氏は，熱変形特性の評価法など数多くの工作機械の高精度化，高機能化に関する研究をされてきました．また，
広く産業界と連携して技術開発を推進されるとともに，工作機械，ツーリングシステムに関する JIS 規格化，および国際
標準化にご尽力されました．さらに，国際工作機械技術者会議（IMEC）の運営委員長を通して日本と外国との技術交流
を図るなど，国際的視野での工作機械技術と工作機械産業の発展に大きく貢献をされました．
そして，これらの経験を生かして，内外の多くの工作機械をわかりやすく解説した名著『初歩から学ぶ工作機械』（大河

出版）をはじめとする多くの著書や各学会が主催する工作機械の講習会を通して，国内外において工作機械の啓蒙に努め
てこられました．
一般社団法人工作機械工業会では，創立 60 周年にあたり工作機械産業ビジョン 2020 策定検討会議の座長として 2012 年

に日本の工作機械産業の将来ビジョンを示した報告書をまとめるなど，工作機械産業界に多大な貢献をされました．
現在は，上智大学を退職され（2014 年 4 月）名誉教授となり，さらにご自身では MAMTEC（Machine tool &

Manufacturing Consulting）代表として，広い人脈を生かし，主として工作機械関連技術の研究・開発，教育などに関する
コンサル業務にご尽力されています．
以上のように，清水伸二氏は精密工学，特に工作機械関連の研究・開発を通じて，学術，産業，教育の発展に貢献され，

その功績は極めて多大です．
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